
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

相森中学校コミュニティスクール活動 

学校支援ボランティアを募集します 

できる時に，できる時間で，できることを，お願いします 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
！ 

須坂市立相森中学校 
電話 026-245-0280（担当：教務主任） 

〒382-0017 須坂市大字日滝２０８２ 
E-mail daihyou@omori-school.ed.jp 

★ホームページもご覧ください★ 

 

お願いしたい内容（抜粋） 

★放課後学習の支援や見守り 

★授業における支援・指導 
   数学の授業における支援 

   家庭科の授業での支援 

   畑作り・花壇作りの指導  等 

★各種行事への支援 
   キャンプでのネイチャーゲームの指導 
   運動会における表現種目の指導  等 

★文化・地域振興 
   おやきづくりの指導  等 

★環境整備への協力 
   樹木の剪定 

清掃の指導  等 

※詳しくは４ページをご覧ください 

mailto:daihyou@omori-school.ed.jp


保護者の皆様 

地域の皆様 

須坂市立相森中学校長 

相森中学校区地域応援団「チーム白鳩」募集について 

 保護者の皆様，地域の皆様には益々ご清祥にてお過ごしのこととお喜び申し上げます。また，平素よ

り相森中学校の教育活動に，多大なるご協力をいただき誠にありがとうございます。 

さて，地域と共にある学校づくりを目指し，学校と地域が持続的に連携していくための仕組みづくり

として，長野県教育委員会が推進している「信州型コミュニティスクール」への取り組みが，モデル市

町村を始め多くの学校で始まっております。これを受けて本校でも「保護者や地域の方々との連携を深

めながら生徒を育てていこう」と，相森中学校コミュニティスクール運営委員会を立ち上げました。 

つきましては，相森中学校コミュニティスクールの実現のため，相森中学校の教育活動に携わり，各

種ボランティア活動にご協力いただける方（通称：チーム白鳩）を募集いたします。 

保護者や地域の皆様のお力をお借りし，生徒を地域全体で育てる学校づくりが実現できるよう，皆様

のご理解とご協力をよろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

 相森中学校コミュニティスクールとは，学校と地域の皆さんが継続的に連携していくための仕組みを

もった学校のことです。その特長は以下のとおりです。 

 ①これまで各地域で行われてきた学校を 

  支援する取り組みを土台にします。 

 ②学校と地域住民や学校支援ボランティ 

アが集まって話し合いの場を持つ，「運          

営委員会」を設置します。            学 校         運営委員会 

 ③運営委員会を通じて「こんな子どもに  

育てたい」という願いや課題を地域全              児童・生徒 

体で共有します。                    

 ④願いや課題を共有した地域の皆さんに 支援 

  学校支援ボランティアなどに参加いた         学校支援ボランティア 

だき，一緒になって子どもを育ててい           「チーム白鳩」 

ただきます。                    

 

 

 

 

 

 

相森中学校コミュニティスクールとは 

相森中学校コミュニティスクール 

【お問い合わせ】 

須坂市立相森中学校コミュニティスクール 

学校支援ボランティア担当   教務主任 

電話 026-245-0280（代表） 

願いの共有 

協
働 

願
い
の 

共
有 
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学校支援ボランティア（チーム白鳩）にご協力いただける皆様へ 

支援活動をしていただく上でのお願い 

１、学習や活動の計画・指導は学校職員が中心となり行います。ボランティアの方は、支援という立場

で本校の職員と相談し、以下のことに留意しながら関わっていただきます。 

（１） 学校方針の尊重 

① 担当教員、教頭と電話や FAX・メール・通知を通して連絡・相談しながら進めていきます。 

② 月、学期、一年間などの単位で、ボランティアの方の可能な場面（期日、時間帯）や内容で

支援をしていただきます。 

（２） 安全管理 

① 生徒の安全 

・生徒に無理をさせない。 

・生徒の体調を見極める。 

・配慮を要する生徒に留意する。 

② ボランティア自身の安全 

・自身の体調を把握しておく。 

・できること、できないことを知らせる。 

・保険に加入する。（登録すれば「特色ある教育」の補助金から加入する） 

（３） 人権への配慮（差別、体罰、人格否定、生徒の比較、セクシャルハラスメント等） 

（４） 教育的配慮（発達段階に応じた支援、プラス面はほめマイナス評価は避ける等） 

（５） 個人情報の保護 

① 生徒に関することは、秘密を守り外部にもらさない。 

② 家庭訪問などの支援は、無断では行わない。 

 

 

 

 


